
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当センター主催の「アウトドアクラブ」では、毎回、野外遊び・野外料理を中心とした野外活動を実施しています。この事業は小

学生とその家族２２組を対象に全６日の活動を通して親子で楽しみながら野外での知識や技術を学ぶ野外活動教室です。 

令和４年９月１０日(土曜日)の活動では、「究極の卵かけご飯を食べよう！」というテーマで横浜市内で生産されたお米・卵・

醤油を使った野外料理にチャレンジしました。はじめのに、SDGs とはどの様な事なのかを１７のゴールを掲示しながら参加者と考

えました。今回のテーマである自分達の住んでいる地元の食材を使うと、「２．飢餓をゼロに」、「１３．気候変動の具体的な対

策を」のゴールに近づく取り組みになる事として開設しました。その後、薪の火で飯盒でお米を炊いておいしい卵かけごはんをいただ

きました。 

参加したみなさんからは、「横浜市内でできた食材に美味しい物が沢山ある事を知りこれからは市内の食材をなるべく使う様に

したい」との声を聞く事ができました。この体験を通して、身の回りの食物や資源の大切さに気づいてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs 関連の取り組み紹介 

アウトドアクラブ  × 

公益財団法人横浜市スポーツ協会は持続可能な開発目標（SDGs）に取り組んでいます 

 

こども自然公園青少年野外活動センター 


